
施設名 施設所管課

１　資産の概要

⑴　所在地，構造，売却見込み額等

京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路９３９

鉄骨鉄筋コンクリート
延べ床面積 11,677 ㎡ 敷地面積 2,632 ㎡

指定管理

商業地域

⑵　建設年次，大規模改修（長寿命化）実施時期等（庁舎施設改修シミュレーションより）

建設年次

直近の大規模改修実施時期

大規模改修費用見込み

⑶　稼働率，稼働状況等（令和元年度）

1,142.2 人／日

総利用者数 349,515 人

年間稼働日数（休館日除く） 306 日

66.3 ％

（内訳） 大学利用率 17.2 ％

一般利用率 49.1 ％

⑷　年間経費（令和元年度実績） （単位：千円）

156 円／人　①　利用者１人当たりの年間経費（（支出―収入）÷総利用者数）

 　※　△が表示されているものは，収入超過を示している。

186,890 132,290

平成１２年９月

令和５年（築２１年）

改修　1,251,815(千円)

　②　稼働率（区分利用率）

収入

公共施設のあり方点検　総括表

大学のまち交流センター
（キャンパスプラザ京都）

総合企画局総合政策室
大学政策担当

所在地

規制内容

構造等

管理方法 施設の管理者 （公財）大学コンソーシアム京都

　①　１日当たりの利用者数

支出



３　「機能」の今日的意義の検証

⑴　「施設」と「機能」の分離の可否（当該施設でないと提供できない機能か否か）

⑵　施設の統廃合，施設と機能（サービス）の切り分けにおける課題

⑶　財政的な問題（国庫補助金の返還等）

２　設置目的（現状との乖離があれば記載）

・大学相互間や，大学と市民や地域社会，産業界との交流を促進することを目的に，「大学のまち京
都」のシンボル施設として，平成１２年９月に設置した。
・貸館部分における大学利用と一般利用の利用割合は，大学利用が概ね３割と，一般利用が多くなって
いるものの，その中には，就職説明会等，学生を対象としたものも含まれている。

・本施設は，（公財）大学コンソーシアム京都（以下，「コンソ」という。）が，単位互換事業をはじ
めとした共同教育事業を実施するための「大学共同利用施設」として，本市が設置したものである。
・施設整備後２１年が経過し，デジタル化や国際化等，社会情勢の変化を踏まえ，必要な機能の再検討
が必要である。

・施設としては，築２１年と比較的新しい。
・空調機器の不調に伴い，今年度，空調設備改修工事を行っている。仮に早期に移転等を行うとした場
合，上記３⑶と同様，市債の繰上償還が必要となる。

・キャンパスプラザ京都が設置されて２１年が経過する中，デジタル化や国際化等，社会情勢の変化を
踏まえ，本市及びコンソとして，今後の大学政策のあり方が大きく変わる時期が到来している。
・そうした中，キャンパスプラザ京都に求められる機能についても，コンソ及びコンソ加盟大学との意
見交換を行い，将来を見据えた持続可能なあり方を検討していく。

５　施設所管部署内での検討状況

・設置の経過や今後の大学政策の展開を見据え，キャンパスプラザ京都にどのような機能が必要なの
か，コンソ及びコンソ加盟大学と，議論を踏まえ，決定する必要がある。

・土地・建物の市債償還が残っており，仮に移転等を行うとした場合，市債の繰上償還を行う必要があ
る。
・その場合，後年度分については，地方交付税の基準財政需要額として算入することができない。

４　その他（考慮すべき特殊事情等）














